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バイカウントクラシックオルガンについて

現代のクラシックオルガンは、コンピュータで制御しております。

電源を入れてから、初期設定が完了するまでに、機種によって違いますが、約10秒かかります。

「カチッ」という音がするまでは、メモリーボタンや、ストップ等には触れないで下さい。

誤動作を起こすことがあります。

↓

もし、誤動作が発生したときは、一度、電源を切り、再度、電源を入れなおしてください。(再起動)

↓

再起動しても、不具合があるときは、リセット(ファクトリーセッテング)をかけてください。

工場出荷時と同じ状態に戻ります。ファクトリーセッテングをかけると、メモリー内容も消えて

しまいますので、必ず別途筆記をお願いします。

リセット方法

UTILIT Y画面からFactor y  S e t t i n gを選び、[ENTE可 を押します。

ファクトリーセッティングを行うと、変更した設定が失われるという警告が表示されます。

もういちど[ENTE円 を押すと、ファクトリーセッティングが始まり、数秒後に初期画面が

現われます。

その他、取扱説明書に大事なことが書いてありますので、参照してください。
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1.1楽器のケア

.・カレガン本体やコントローJレ部(ノフ
や
、ストッフ
・
、ホ
・
タン等)に無理な力を加えないで下さい。

・ラプオ、テレヒ
・
、コンピューター、ビテ

や
オ等強いノイスを出す機器の近くに、カレがンを設置しないで

下さい。
・熱源の近く、湿気の多い場所、ほこりつぱい場所、また磁気の強い所にオJレがンを設置し

ないで下さい。

・楽器を直射日光にさらさないで下さい。

・楽器内部に異物を入れたり、液体をこばしたりしないで下さい。

・掃除をする場合は、柔らかいフ
・
ラシか、エアを使用して下さい。洗剤、溶剤、アJレコ

ーJ♭は決

して使わないで下さい。

・スピーカーヘの接続にはシーJレト
・
ケープ,レを使用して下さい。 ケーフルをはずすときは、必ずヨネクター

部分を持つて下さい。またケーフ
・
Jレを巻くときは、結んだり、ねじつたりしないで下さい。

・スピーカーヘの接続を確認してから、スイッチをONに して下さい。雑音や危険なヒ
・―ク信号を

避けることが出来ます。

・長期間オ,レがンを使用しない場合は、電源ツケットからプラク
・
を抜いて下さい。



2.コントロールと接続

2.1フロントハ
°
ネル

手鍵盤の上にあるフロントハ
°
和レには鍵盤部毎にまとめたストップがあります。

オルがンのレプスターをオンオフします。また、クレッ沈ンドのLEDもあります。

これらのストップで

1.[PEDA岨 ストッフlこ こには足鍵盤のストップとカプラーがあります。

o[I1/P]:Man.IIのホ
・
イスを足鍵盤でも演奏できます。

o[II1/P]:Man.IIIのホ
・
イスを足鍵盤でも演奏できます。

o[1/可 :Man.Iのホ
や
イスを足鍵盤でも演奏できます。

2.[MAN.Iロストッフlこ こにはMAN.IIのストッフ
°
とカフ
°
ラーがあります。

o[II1/1咽:Man.IIIのホ
・
イスをMan.IIでも演 奏 できます。

o[1/1□: Man.Iのホ
・
イスをMan.IIでも演奏できます。

3.ECRESCENDO]LEDハ
◆―:クレッ光ンド・へ

°
ダJレの踏込み状態を示すLEDA・―です。

4.[MAN.IIロストッフ化ここにはMAN.IIIのストップがあります。

5.[MAN。ロストップ:ここrこrまMAN.1のストッフ
°
とカフ
・
ラーがあります。

o[II1/□:Man.IIIのホ
・
イスをMan.Iでも演奏できます。



2.2マニュアルスフ
・
リッターコントロニル

手鍵盤の間に、メモリー、トウッティ、カプラー他のホ
・
タンがあります。

1.シ
・
ェネラル・メモリー:ここにはプェネラ'レ・メモリーがあります。メモリ

ーを呼び出すと関連するストッフ
°
が

点灯します。

[NEX刊 ホ
・
タンを押すと、次のメモリーが選ばれ、[PREⅦ ホ

・
タンを押すと、1つ前のメモリー

ヘ戻ります。

2.専用メモリー:このオ,レがンには、Man.III(2A)用、Man.II(2B)用、Man.I(20)、足鍵盤(2D)用

それぞれの専用メモリーがあります。    
′

メモリーを呼び出すと関連するストップが点灯します。

専用メモリーでは、関連する鍵盤部のみのメモリーができます。

メモリーポタンの横に、[H刺というホ
・
タンがあります。このホ

・
タンを押すと、現在のレプスト

レーションが自動的にメモリーされます。このホ
・
タンの主な機能は、メモリーホ

・
タン使用時に、

メモリー以外に設定したレシ
・
ストレーションを復活するものです。HRの メモリ

ーrよ、手動でストップを

オン・オフさせないと変更できません。

注意:HRの メモリーはオJレがンの電源スイッチを切ると消えます。

各メモリー(HR、トゥッティ含む)は保存できます。
―ストップのオンガフの状態
―カフ
・
ラーの状態(セープ可能等。セット方法は7.8参照)

―トレミュラントの状態(変更したものも保存できます。保存方法は7.8参照)

―オ,レカ
・
ン・スタイ'レ(ハ

・
ロック、ロマンティックetc.)

―MIDIコン脚TJ♭とSEND PROGⅣ珊 CHANGE機能を使つたプロク
・
ラム・チェンプの保存。

エンクロース
・
ドとオートマティック・へ

°
ダルはプェネラJレ・メモリー、HR、Tutiに保存できます。

セット方法は7.8参照。

O O O O O 0 0 0O 0 0 0 0 0 0

O  O  O  O 1 0  0  0 O  O 1 0  0  0  0  0

0 0 1 0 0 0



3.[S]ピストン:レプストレーションをセットする時に使うホ
・
タンです。ホ

・
イスのコンビネーション(レプストレーション)を

作り、メモリー・ホ
・
タン(プェネラ,レ、トゥッティ、専用メモリー)を押したまま、[S]ボタンを押すと、メモリー

できます。

注意現警盟文科ぁ鞍挺藁紫iダ番製
がンの設定化θγ針似N機能

皆轡桜ダ新説挫至乳1鱗鰐繰窪馨ぼ施酪糾と舞罫鞣集

4.[P]ピストン:Pヒ
°
ストンを押すと、手鍵盤と足鍵盤のカプラーがオンになります。

o[可 (4A〉 Man.IIIと足鍵盤とのカプラーです。(II1/P)

o[P](4B〉 Man.Hと足鍵盤とのカフ
°
ラーです。(I1/P)

o[P](40〉 Man.Iと足鍵盤とのカプラーです。(1/P)

5 . [ N E X刊 と [P R E V . ]ピストン:プェネラル
・メモリ
ーの送 リホ

・
タンです。 [N E X司 を押 すと、次 の

メモリーヘ進み、(1のときは2へ進む)、[PREV.]を押すと前へ戻ります。(3のときは2へ戻る)

6.Man.IIのカプラー:Man.IIのカプラービストンです。

o [ I I□ :Ma n . I I IとMan B Hとの カプラ
ーです。(II1 / 1 1 )

o□  :Man.IとMan.IIとのカプラーです。(1/1D

7.[Iロピストン:Man,IIIとMan.Iのカプラーピストンです。

8.[MIDI E,[MIDI IE,[MIDI P],[MIDI II咽ヒ
°
ストン:

ここには、鍵盤で演奏した音を[MID1 0U刊ホ
°―卜(Man.Iの鍵盤棚下にあります。)

にMIDIノートコート
・
を送信する機能をオンにするヒ

°
ストンがあります。

各ピストンのLEDは 関連するMIDIチャンネJレの送信状態を示しています。

oピストン点灯:ノートコードの送信可能

oヒ
°
ストン消灯:ノートコードの送信不可

注意:これらのピストンはMIDν―トコート
・
オンリーの送信をオン、オフします。(Note ON,

Note

OfFJ.機能の状態に関係なく、送信します。
れらのヒ
°
ストンはMIDIノートオンリーの送信をオコントローJレします。受信は常に可能と

なります。



9.[ENC]ピ ストン:このボタンを押すと、スウェル・へ
°
ダ,レ(Man.IIDで、カレがンのプェネラル・ホ

・
リュームを

コントローJレできます。

注意:エンクロース
・
ド機能がォンになっていると、Man.Iと足鍵盤のボリュームはMan,IH

のスウェ,レ・へ
・
夕
・
JレでコントローJレされます。

'エンクロース
・
卜
・
機能がオフになると、上記のホ

・
リュームはMan.1/PedのスウェJレ・へ

・
ダ,レ

でコントロ…,レされます。

10.EVOLコピストン:オルカ
・
ン各鍵盤のホ

・
リュームを表示するピストンです。

‖.EA.P]ピストン:オートマティック・ポタ
・
,レ機能をオンにするホ

・
タンです。このホ

・
タンを押すと、Man.IIの

最低音32音で、足鍵盤のホ
・
イスを演奏できます。このとき、音は低音を優先して、

単音となります。また足鍵盤からは音が出なくなります。

12.[MENU]ピストン:オJレがン設定機台Bメニューを表示するために使います。

13.阿 ピえトン:トウッティをオンオフするホ
・
タンです。

トゥッティはプロク
・
ラムできます。必要なストップとカプラーをオンにして、ES]を押しながらETEを

押します。Tビストンの代わりに、TU司阿iフットピストンを踏んでも同じプロク
・
ラムができます。)

14.EC]ヒ
・
ストン:すべてのストップ、トレミュラント、カプラー、またオンになつている各鍵盤部のヒ

°
ストンを

キヤンセ,レします。そして、プェネラル・メモリーと専用メモリーのHRをリセットします。

2.3サイト
・
ハ
°
ネル

操作をしやすいように、 調整つまみはすべて左サイドハ
°
ネ,レに、予
・
イスプレイとコントロー,レホ

・
タンは

右サイト
・
′ギ和レヘ配置しました。

左′ヽ
°
ネル

1.[ORCHESTRAlレプスター:オルがン各鍵盤部の

オーケストラホ
・
イスがあります。

2.[POWE可 スイッチ:オルがンの電源オン・オフスイッチ

3.[MASTER VO岨 つまみ:オJレがンのシ
・
ェネラJ♭

ドリュームの調整に使います。

O R C r S R A

Ctlo
Man』
S町
MmHl
飾 駆

Mand
PLno

4.[REVERB]トリマー:リハ
・―フ
や
効果のレヘ

・
ル調整に使います。



5.[EXT.SP畑スイッチ:[EXT.キ12VDC]のツケットによって、リア′ヽ
°
ネルヘ接続したスピーカーを

オンオフするスイッチです。

注意:オ,レがンの電源を連続してすばやくオン・オフさせないでください。オフにした後は
最低10秒待つてから再び電源をオンにして下さい。

右A°ネル

1.テ
・
イスフ
・
レイ:128X64ヒ

・
クセJレのク
・
ラフイック

ディスク
°
レイで、オJレがンの各機能に対応します。

2.[FIELD A]、 EFIELD V]ホ
・
タン:

ディスプレイ上でカーソJレを動がすホ
・
タンです。

[FIELD▲]は上のフィーJ♭ドヘ動き、[FIELD▼]は

下のフィールト
・へ動きます。

3.EVALUE十 ]、EVALUE I]ホ
・
タン:ハ
°
ラメ
ーター調整 に

使います。EVALUE」 は数値が増加し、

EVALUE司 は数値が減少します。

4.[EXI刊 と[ENTE刺 ホ
・
タン:予
や
ィスフ
°
レイのメニュ

ーヘ

アクセスしたり、離脱したりするホ
・
タンです。

[ENTE刺はメニューに入つたり、確認に使います。

[EXrTEはディスプレイの画面を終了したり、

コンピューターのメッセーシ
・
を認めない場合に使います。



2.4へ
°
夕
・
ルのコントロ■ル

ここにはクレッシェント
・・へ
°
夕
・
ルとスウェル・へ

°
夕
・
ルがあります。

フットピストンもあります。プュビレイト90 DLXに はさらに、

また、カプラーフツトピストンとトウッティ他の

メモリーのフットピストンがつきます。

固園聾翻アィ キ団イ

1.カプラー・フツトピストン:カプラーを作動させるヒ
°
ストンです。

2.[CRESCENDO]へ
°
夕
・
ルクレッシェント

・
をコントロールし、踏込んだ状態はLEDハ

・―で表示されます。

クレッシェンドはプログラムできます。プロク
・
ラムしたい段階にへ

・
ダルを踏み込、ホ

・
イスやカプラーを

設定します。そのままSを押したまま、シ
・
ェネラル・メモリーのHRを押します。         コ

3.EMAN.ロ エクスプレッション・ポダJtt Man,Iのホ
・
リュームコントロ

ーJレに使 います。

4.[Man.IIEエクスプレッション・へ
°
ダル このへ

°
ダルでMan.IIIのホ

・
リューム・コントロー,レができます。

5.プェネラJレ・メモリーフットビストン:(」U90DLXの み)シ
・
エネラJレ・メモリーを作動するフットピストンです。

6.ETU‐l~「Eフットピストン:トウッティを作動するフットピストンです。

」U90の 場合

1.[PLENUM]ピストン:フ
・
レスムをオンにするビストンです。現在の状態にプレヌムが追加

されます。

2.[REED]ピストン:リート
・
系のホ
・
イスをオンにするピストンです。現在のホ

・
イスにリードが追加

されます。

固スキチス回



注意:EVOL」ホ
・
タンを押すと、予

・
ィスフ
°
レイにホ
・
リュームが表示され、鍵盤間のハ

・
ランスを調整

できます。各鍵盤部のホ
・
リュームをお好みに合わせて一度設定すれば、頻繁に調整す

る必要はありません。
一方、スウェ,レヘ

°
夕
・
Jレはご希望の強弱を付けるために、常にコントローJレすることになります。

ホ
・
リュームの調整とは別に、スウェJ♭へ

°
夕
・
Jレはハ
°
イプオルがンのスウェ,レ・ボックスの音色変化の

シミュレートもします。

プレヌムとリート
・
機能は変更できます。新しいレシ

・
ストを作り、Sホ

・
タンを押したままPRENUM

またはREEDピストンを押すと、変更したものを保存できます。

2.5鍵盤棚下の接続端子

鍵盤棚下左側にMIDlやリモートの接続端子があります。

1.[HEADPHONES]コ ネクター:ヘッドフォンの接続端子です。(フォン・プヤック)ヘッドフォンを

つなぐと、オルがンの音が出なくなります。

注意:ヘット
・
フォンの音を最適にするために、16Ω以上のヘット

・
フォンを推奨します。

2.EMID]コネクター:MIDIインターフェースを持つ楽器の接続に使用する、5ヒ
°
ンのDINプラク

・
用

ツケットです。[IN]は他のMDIソースから送られた信号を受け、[OU刊はカレがンから

発信した信号を送り出し、ETHRU]はINに受けた信号を正確に送り出すための端子です。

唖 口
中 撤

だ
」

◎◎◎◎
紺  
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③
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2.6

3.臣NPU司 コネクター:他 の楽器で演奏したものを、オルがンのアンプで音を出すための

端子です。(ピン・シ
・
ヤック)音 源がモノの場合はL(MONO)へつないでください。

4.[OUTPU司コネクター:アンフ
°
を通きない信号を送り出す端子で、アンプ付純

・
弓1-や

録音システムベ接続するためのものです。
信号がモノの場合はL(MONO)へつないでください。

盟 科 ::〓:‖母

Keyboardi瑚 ,。rgani eL

リア・′ヽ
・
ネルの接続

リア′ギネルの下方にはオー予
・
ィオ・アウトプットがあります。前面のアウトプットと、リアハ

°
ネルの

アウトプットの違いは、前面のアウトプットにはカレカ
・
ン全体からの信号が含まれており,

リアハ
°
ネルのアウトプットには各鍵盤部の信号が送られる点です。各アウトフ

・
ットは手
・
ィスプレイ

の設定に従つて調整されます。

1.[EXT.+12V DC]コネクタ=:このソケットは、EAUX OU刊 のアウトプットに接続した

ハ
・
イカウントのスピーカーにDO+12Vを送るためのものです。

2.EAUX OUTl]と EAUX OUT刻 のコネクタ
ー:

テiィスプレイの機能によつて送られた、オ,レガンの信号を出力するプャック・ライン・

アウトプットです。ファクトリーセッティングを行うと、アウ膨
°
ットの信号は次のようになります。

―EAUX OUT l]:全体信号
―EAUX OU‐阿幻 :JJvヽ

・―プのみ

3.[SPEAKER OU刊 のコネクター:接続したスピーカーヘステレオ信号を出力します。

フアクトリー・セッティンク
・
モードでは、カレがン全体の信号がここからでます。

０

掴
°
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3.メインコントロールユニット

右サイト
・
′ギ和レに、オJレがンめ内部機能を調整するメインコン脚―Jレユニットがあります。

シ
・
ュビレートにはいろいろな機能があり、

'ユ
ーザーがカスタマイス

・
できます。

オ,レがン・スタイル(ハ
・
ロック、ロマンティック等)、ホ

・
イスとそのホ

・
リューム等の設定も可能です。

音量レヘ
や
ル、イコライサ

・―、リモート・アウトフ
・
ットのチャンネJレ割当ても調整できます。

トレミュラントやリハ
・-7・の調整の他に、MIDiインターフェースの構成も調整できます。

3.1電源オンとデイン画面

カレがンの電源をわにすると、数秒後に(その間にアンプ回路の立上げ、カレガンのコンフィギュ

レーションを行います)使用可能状態になります。その間テ
・
ィスプレイははじめの画面を表示

します。

案器にインストーJレしたファームウエアをチェックします。

電源立上げが終わると、画面は次のようになります。

o MEMORY BANK:こ の′ヽ
・
ラメーターを使つて8つあるメモリー・′ギンクを選ぶことができます。

シ
・
ェネラル・メモリーと専用メモリーが保存できます。

4eのシ
・
ェネラJレ・メモリーΦシ

・
ェネラ'レ・メモリーX8メモリ可ヽ

・
ンク)が保存できますので、複数の

オルカとストが使用する場合に便利です。(192の鍵盤毎の専用メモリーも保存できます。)

o TRANSPOSER:Ⅲ5/-6半音の範囲で移調できま。(1目盛りが1半音です。)

lHTERHRTl口HRL
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o  T E M P E R A M E N T :  ここではいろいろな時代と国々の歴史的テンヘ
°
ラルトを選ぶことが

できます。EQUAL,KIRNBERGER,WERCKMEISTER,PYTHAGOREAN,

MEANTONE,VALLO口 「Iが入つています。

o ENSEMBL&こ れはハ
°
イプカ腕
・
ンが経年変化と気候の影響で、調律が微妙にずれる

現象を6段階でシミュレートしたものです。正確なヒ
°
ッチをお望みの場合は―を選んで下さい。

o割 席LE:オ Jレガンスタイルの選択機能です。詳しくは 5.をご覧下さい。

画面内部での移動方法

画面のカーソJレは暗転した部分にあります。例えば前へ
°―プの例では、カーソJレはMEMORY

BANKの ハ
°
ラメーターにあります。

カーソJレを動かすためには、[FIELD▲]か [FIELD▼]ホ
・
タンを使つて下さい。

[FIELD▲ ]ホ
・
タンはカーツルを上 に動か し、[FIELD▼ ]ホ

・
タンはカ
ーツルを下 へ動 か します。

もしも、そのメニューに複数の画面がある場合は、右上角に矢印が現れます。

J,現在の画面に続きがある

f現 在の画面の前に画面がある

コE現 在の画面の前にも、後にも画面がある

サフ
・
メニューや機能ヘアクセスするには[ENTEREを押します。また現在の画面を終了するには

[EXI司を押します。

ハ
°
ラメーターの調整や、いろいろなセッティンク

・
を選ぶには、EVALUE可 ,EVALUE句 ホ

・
タンを使います。

TEMPERAMENT:こ のオルがンでは次の5つのテンヘ
°
ラメントが使えます。

MEANTONE:8個 の純粋な長:3,支(Eb―G/Bb―D/F―A/C―E/G―B/D―F幕/A―C#/E―G♯)

使用できない長3度(減4度)(B―D学/F帯―A学/C芋―E帯/Ab一C)

ウルフの5度:G幸―Eb、不規則な半音階。

ミーントーンで使用できる調:0,D,G,APBbとそれぞれの平行短調。

以下はすべての調を使えるように工夫したものですが、それぞれの響に特徴があります。

WERCKMEISTER:オ Jレカとスト、楽理学者のアンドレアふ・ウ
・
ェJレクマイスターの考案になるもので

1600年代後半のドイツ音楽に向きます。

K I R N B E R G E R : J . S . ハ
・
ッハの弟子、ヨ′ウ・フィリップ

・キルンヘ
・
'レが一が考 案 した ,このテンヘ

°
ラル トは

ドイツ・ハ
・
ロックとハ
・
ッ′ヽの作品の演奏に向きます。

PⅥ「HAGOREAN:純 正5度を保持したもので、中世から15世紀の音楽に向きます。

VALLOTTl Vallo柱iのテンヘ
°
ラルトは後にイギリスのトマス・ヤングに採用されました。18世紀の

イタリア音楽と、イギリス音楽に向きます。

２



3.2オルカうのセットアップ1幾能の説明

メイン画面からMENU S日阿INGを選ぶと、オJレがンのすべてのセットアップ機能を含むメニューヘ

アクセスできます。そこの最初の画面は次のようになります。

[FIELD▼]ホ
・
タンで下の方ヘスクローJレすると」、メニューの次の部分が表示されます。

o VOICES:イオ,レがンホ
・
イスの設定機能。ホ

・
イスの入替え、調整、レシ

・
スタニストップのチェックを

行います。

o SETUP:  このサフ
・
たューにはオルカ

・
ンのシ
・
ェネラル・セッティンク

・
があります。トレミュラント、

イコライサ
・―、リハ
・―ウ
・・タィフ
°
の選択、アウトプット信号の調整、手鍵盤の設定、

ビストンの設定。

o  M I D l   カレガンのM I D Iインターフエースの設定

o  U T I L r r Y :オルカラ調律の微調整、ディスプレイ,コントラスト、フアクトリーセッティンタ
・
の呼出し。

o DEMO SONG: テ
・
モソンク
・

サプメニューヘアクセスするには、[FIELD▲]か [FIELD▼]ホ
・
タンで関連するフィー,レドを選び、

[ENTE円を押します。[EXrTlホ
・
タンを押せば、メイン画面へ戻ります。

３



下に、サフ
・
メニューの表を上げておきます。

MENU SETTlNG

V01CES

VoicesVolume

Pedal1/oにesVolum0

ManHVoにesVolume

Man.‖Voにes Vo他me

Man.‖VoにesVomme

VoicesVolume

PedttX/o柏弱Volume
Man.I Voicesh/olume

Man.|lh/oicesVolume
Man.‖iVoicesVolume

Tremulant
LTremuほ航stting

牛Reveわeralion Type

T沖RX Channel

Pedal channei seting

Man.i channeiseting

Man.‖channel stttng

Man.||l channei settng

ITXrRXttlter

Tuttng setling

LCD conrastselling

Sけle COpyfun輔on

曜醍監雛軸逢樹町
Lock Organ seting

I   Demo song s91eclion

lnlemal Equalizerscttng
Outl&2 Equalレerseting
SpeakerO配Equ創レerstting(op80na)

ERerna1 0ut Router
L_EDtema1 0ut Routerseting

Ettema1 0utWblume
LExtem倒Outh/oはme seting

選]骨‖絆‖帝需瑞‖:1惜村活祥‖培ettng
Stored into Piston

‖ng

h and Speed settng
.R settng

|

４



4.各鍵盤部のホ
・
リューム調整

Man.IIIのEVOLコピストンを押すと、各鍵盤部のホrリュームコントロール画面が表示されます。

[FIELD▲]か [FIELD▼]ホ
・
タンで,変更したいところへ進み、EVALUE司 ,EVALUE司 ホ

・
タンで

ホ
・
リュームを調整します。EXrrを押すと、変更が確定します。

5.オルカ
・
ンスタイル

シ
や
ュピレートの重要な特長として4つのオルがンスタイルが選べることです。ハ

・
ロック、フレンチ、

インク
・
リッシュ、アメリカンです。演奏する出に合わせて、相応しいものを選ぶことができます。

さらにユーサ
・―が設定できるスタイルが4つあります。それらは、ホ

・
イス交換機能

や、ホ
・
イスポリューム調整機能によつて行つた修正を自動的に各スタイJ閉こセープできます。つまり

各スタイアレは好みに合わせて自由に修正可能なため、カスタマイス
・
することができます。

プロク
・
ラムの途中で、特別な設定を行う場合、SlⅣLE 00PYの 機能(9.1に詳述)を使つて、

スタイJレをコピーできます。

オルがンスタイルを選ぶ画面は、メイン電源をオンにして教秒すると立ち上がります。スタイル
・′ずラメーター

で、スタイルを呼び出すことができます。

EVALUE」 ,EVALUE司 ホ
・
タンで必要なスタイ,レを選びます。

TEHF:E配JRL
EHSEHBLE:E
STTLE:ERR口回HE凸
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オ,競
・
ン・スタイ"こは下記の機能もセーフ

・
されることにご注意下さい。

―交換ホ
・
イス(各ストップに割当てられたホ

・
イス)

―ホ
・
イス・ホ
・
リューム(各ホ

・
イスの音量)

―リハ
・―プ(り′ヽ
・―フ
・
効果のタイプ)

―内部イコライザー(内部アンプのイコライザー)
―アウトプット・イコライサ

・―(リアハ
°
ネルのオーテ

・
ィオ・アウトプットのイコライサ

・―)

上記の機能はユーサ
・―スタイJレを選んだ時にだけアクセスできます。

ハ
・
ロック、フレンチ、インク

・
リッシュ、アメリカンは変更できませんので、これら固定スタイルの時に

上記の機能にアクセスしようとすると、次の表示が現れます。

6.ホ
・
イスの交換とホ

・
イス・ホ
・
リュームの調整

シ
・
ュビレートシリース

・
の新しい機能として、初めにフロント・ポネルのストップに割当てられていた

ホ
・
イスをオJレがンのメモリーにある別のホ

・
イスとの交換ができます。

すばやく、簡単にホ
・
イス交換ができるので、いつでもお望み通りのセット・アップが可能です。

複数のオJレカとストがそれぞれのセット・アップをフ
°
リセットできます。

各ホ
・
イスのホ
・
リューム・コントローJ明こより、レプスターのセッツアップはより細かな調整が可能です。

[MENU]ピ ストンを押してVOICESの フィー,レドを選んで下さい。その画面は次の通りです。

O VOICE VOLUME:ホ
・
イスのホ
・
リューム調整を行います。

′o ALTERNATIVE VOICE:交 換用ホ
・
イス

これらの機能にアクセスするには、EFIELD A]か [FIELD▼ ]ホ
・
タンで関連するラィールド

を選び、EENTE可 を押します。 [EXrrlホ
・
タンを押せば、S目再ING MENUへ 戻ります。

食
ｕ
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6.1ホ
・
イスホ
・
リュームの調整

この機能を使うと、 各ホ
・
イスのホ
・
リュームを、-9dBから+9dBまでの範囲で調整できます。

変更は即座に保存されます。リア,レタイムで音を聞けるので、調整が簡単です。
ホ
・
イスホ
・
リュームはオJレがン・スタイルにも保存されます。スタイJレが変更されると、ホ

'イ
スホ
・
リュームも

新しいスタイルに合うように、変更されます。
しかし、別のスタイルを呼び出しても、ポイスホ

・
リュームの変更は失われず、前の(変更した時の)

スタイ,レに保存されます。

この機 能 を呼 び出す には、SEコ阿 ING MENUか らVOICE VOLUMEを 選 びます。画 面 は

次のようになります。

変更したいホ
・
イスを含む鍵盤部を選びます。

ディスプレイには呼び出した鍵盤部の最初の4つのホ
・
イス(とストッフ

°
ナンハ
・
→が表示されます。

[FIELD A]か [FIELD▼ ]ホ
・
タンで交換したいホ

・
イスを選びます。

ストップを使えば、即座にそのホ
・
イスとホ
・
リュームが選ばれます。EVALUE司 ,EVALUE可

ホ
・
タンでホ
や
リュームを調整します。新しい数値は保存され、リア,レタイムで聴くことができます。

EEXI刊を押して、前の画面へ戻ります。

重要な注意:各ホ
・
イスホ
・
リュームは現在のオJレがン・スタイ,レに保存されます。

つまり他のスタイJ♭を呼び出すと、ホ
・
イスホ
・
リュームは呼出され

たスタイ,レに保存したものになります。
すべてのスタイルのオリプナJレホ

・
リュームにもどすには、フア外リー

セウティンク
・
を行つて下さい。

７
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6.2ホ
・
イスの交換

シ
・
ユヒ
・
レートにはホ

・
イスの入替え機能があります。力げン内部にいるいろなホ

・
イスを持つていて、

多様な組合せが可能です。

ホ
・
イスの交換機能を呼出すには、VOICEのサフ

・
メニューからALTERNATⅣ E VOICEを選びます。

最初の画面は次のようになります。

ホ
・
イスを交換する鍵盤部を選ぶか、前面ハ

°
ネJレのストッフ

°
を押して(オンにする)選びます。

この画面から選ぶと、選んだ鍵盤部の、はじめの4つのホ
・
イスが表示されます。

(ストップホ
・
タンで選ぶと次の画面へ飛びます)

ここでまた、[FIELD・Aコ、[FIELD▼]ホ
・
タンを使って、交換するホ

・
イスを選びます。

カーツルを交換したいホ
・
イスにあてて、[ENTE刺を押します。

一番上には交換しようとしてぃるホ
・
イスが表示され、その下に、そのストップで交換可能な

ホ
・
イスが表示されます。

[FIELD▲]、[FIELD▼]ホ
・
タンを使つて、交換可能なホ

・
イスをスクローJ♭できます。

カーツ,レがホ
・
イスの上に移動するとそのホ

・
イスを聴くことができ、変更が楽にできます。

交換したいホ
・
イスを決めたら、[ENTE円を押します。

RLTERHRTIWE W口lEE
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一番上に交換する前のホ
・
イスが表示され、その下に、新しく使用するホ

・
イスが表示されます。

さらに、このプョフ
・
を実行するかどうかの表示も出ます。この段階では、まだ新しいホ

・
イス

の日―卜
・
は不完全で、ただ音を聴くことができるだけです。

表示にしたがつて、 [ENTE刺を押せばホ
・
イスの交換が実行されます。

(また、このときに、[EXrrEを押せばこのシ
・
ョフ
・
が取り消されます。)

EENTE刺を押すとコンヒ
°
ューターはホ
・
イスを入替え、次の画面がでます。

HRH.1

iS「喜Fiヨr卑J in
FrinョiFヨlヨR

重要な注意:各ストップに日―卜
・
されたホ
・
イスは自動的に現在のカレがン・スタイJレに保存され

ます。他のスタイルを呼び出すと、ホ
・
イスは呼出されたスタイルのものとなります。

交換したホ
・
イスを回―ドすると、ホ

・
イスを交換する前のホ

・
イス・ホ
・
リュームに設定されます。

すべてのスタイJレのオリシ
や
ナルホ
・
リュームにもどすには、ファクトリーセツテイングを行つて下さい。

９



7.シ七ネラルロセッティンク
・

ホ
や
イスとMIDI以外の設定機能がここにあります。S聞阿INGメニューからSET UPを選びます。
最初の画面は下記の通りです。

たくさんの設定があるので、メニューは2つの画面に別れています。カーツJレを下方向にスクローJレ

すると、次のリスト(設定)へ進みます。

ここにある設定は下記の通りです。

o TREMULANT: 各鍵盤のトレミュラントの設定を行う機能です。

o REVERBERATION  :リハ
・―プの種類を選べます。・

o EQUALIZER:オ Jレがン内蔵のイ巧 イサ
・―の調整機能です。

o EXT.OUT ROUTER:各 鍵盤部のアウトプットEAUX OUT l],EAUX OU‐l~「刻 と

[SPEAKER OU司 (オプション)へ の出力Jレーターです。

o EXT.OUT VOLUME:オ ーテ
・
ィオ・アウトプットのホ

・
リューム調整機能です。

o KEYBOARDS SETING:手 鍵盤と足鍵盤のポラメ
ーターの調整を行う機能です。

o PISTON S酎 席ING北
°
ストンの調整を行う機能です。

o FUNCT10N STORED:コ ンヒ
・
ネーション・セッティンク

・
機能です。

[FIELD A]、 [FIELD▼ ]ホ
・
タンを使つて必要なフィールト

・
を選び、[ENTER]を 押すと、

必要な機能の画面ヘアクセスできます。

[EXrTEホ
・
タンを押すとS日肝ING MENUへ 戻ります。

EE」RLiEER
EITロロJT REuTER

EITョロ」T甲田LuHE
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7.1トレミュラントの設定

ハ
°
イフ
°
カレがンでは、揺れの無い持続音を保つために、風圧を一定にすることが大変重要です。

しかしながら、空気の流れの強さを変化させる機械装置も導入されてきました。
こうして音が震える効果を作りだし、Vox Humanaのような耳に心地よい単独のホ

・
イスや、

リート
・
系ホ
・
イスにより多くの表情を持たせる効果を生みだしました。

この効果はETREMULAN刊 ストップを使うことにより、オン・オフできます。

トレミュラント機能を使うと、各手鍵盤のトレミュラントの深さとスピート
・
の設定ができます。

[SET―U可メニューからトレミュラントのフィー,レドを選ぶと、ディスプレーrま下記のようになります。

ここには3つの手鍵盤の、現在のDEPTH(トレモロの深さ)とSPEED(トレモロの速さ)が表示されます。

[EXI司ホ
や
タンを押すとSET UPメニューヘもどり、 新しい設定を保存します。

意:

Depthとスピードのハ
°
ラメーターは、プェネラル・メモリー、専用メモリー、トウツティに、それぞれ

異なる数値で保存できます。これらの保存は7.9で説明する保存機能で行え
ます。

7.2リハLデ コタイプの選択

ここではリハ
・―フ
・
の8つのタイフ

°
を選ぶ事ができます。これらのリハ

・―フ
・
はいろいろな環境に置かれた

オJレガンの響をシミュレートするものです。

左サイト
・
′ギネ,レには[REVERB]つ まみがあり、リハ

・―フ
・
の調整ができます。

リハ
・―フ
・
タイフ
°
を選ぶ に 1よ、[SET― U可 メニュ

ーか らREVERBERAT10Nフ ィ
ールドに入 り、[ENTE刺

を押します。

REWEREERRTl口H・
TYFE

ここには、次のリハ
・―プタイプがあります。

o CATHEDRAL:大 聖堂のリハ
・―フ
・

o BASILICA: 大教会のリハ
・―フ
・

由
旧
ほ
隠
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o GOTHiC CHURCiH:  コ
・
シック努t:栄α)リハ

'―
フ
・

o BAROQUE CHURCH:A・ ロック翠確会α)リハ
・―フ
・

o ROMANTIC CHURCH:ロ マンティック教会のりA・―フ
・

o  M O D E R N  C H U R C H :  現代の教会のリハ
・―プ

o  P A R I s H :教区教会のり′ギーデ

o CAPPELLA:ネ L拝堂のりA・―フ
・

EVALUE」 とEVALUE可 を使つてリハ
・―フ
・
タイプを選びます。

選んだリハ
・―フ
・
タイプが保存され、SET UPメニューヘもどります。

[EXrrlホ
・
タンを押すと

注意:                            
′

カレがン内蔵のリハ
・―フ
・
は、鍵盤棚下の[INPU司端子から入る信号にも有効です。

オJレがン・スタイJレにもリハ
・―プ・タイプが保存できます。これはりA・―フ

・・タイプの異なる、

オJレがン・スタイルが使えることを意味します。別のカレガンロスタイJレを呼出すと、そこに

保存したリハ
・―フ
・・タイプが有効になります。

7.3内蔵ねライザーの設定

このオルがンには5A・ンドのク
・
ラフィック・イコライサ

・―が内蔵されていて、オJレがンの音色、音質を

コントロールできます。(オーディオ・アウトプッHこは別のイコライサとがあります。)
一つ 目は内蔵スピーカーの信号をコントロー,レし、二つ 目は、EAUX OUT l]と EAUX OUT 2]の

オーディオ・アウトプットヘの信号を割振るものです。第3のイコライサ
・―は[SPEAKER OU刊 (オプション)

のアウトプット用です。

イコライサ
・―
を設 定するには、EQUALIZERフ ィ

ーJい
・
を選 び、[ENTE刺 を押 します。

o INT.EQUALIZERS:

o EXT.EQUALIZERS:

内部のイコライサ
・―の画面です。

オー予
・
ィオ・アウトプットのイコライサ

や一です。

画面右に次の′ギラメーターが表示されます。

o FREQ:

o GAIN:

セントラルトリカ
・―フリークエンシー

FREQハ
°
ラメTターのフリークエンシーと信号のダインです。

EEHRLiEER HEHu

HTERHRL EE.
日

料

□

，

　

日

　

　

，

■

　

　

　

　

　

ロ

柵齢
珊蛸



[FにLD▲ ]、[FIELD▼ ]ホ
・
タンを使つてトリが…フリークエンシーを選べます。次に、EVALUE」

とEVALUE可 を使つて、信号を■9dBの範囲で調整できます。

画面右には、リアルタイムでク
・
ラフィツクイコライサ

・―が表示されます。

必要な設定が終わったら、[EXrr3ポタンを押して、設定を保存し、SETUPメニューヘもどります。

外部イコライザー設定は、鍵盤棚下のRCA[OUTPU司へ供給される信号にも影響します。
オ,レがン・スタイルオーテ

・
ィオ・アウトプットに影響するイコライザーの設定を保存します。

したがつて、別のオJレがン・スタイJレをロードすると、イコライザー設定も変わります。

7.4オーテ
・
ィオ・アウトフ

・
ットヘのシク

・
ナルコルーティンク

・

また、鍵盤毎の信号を出力するアウトプットを設定できる便利な機能があります。

この機能により、外部スヒ
°―力=を配置して、ウイント

・
れストのシミュレーションができます。

この画面を表示するには、SET UPメニューからEXT.OUT ROUTERフィーJレドを選びます。

この画面では、2つの オーディオ・アウトプット、[ O U T P U T  l ] , [ O U T P U T  2 ]が表示され、

それぞれのアウトプットに、下記の鍵盤部の信号を設定できます。

o  P E D A L :キM A N . I I :足鍵 盤 とM a n . I I

o MAN.I:  Man.Iの み

o MAN.III: Man.IIIの み

o PEDAL+MAN.II:キ MAN.I :足 鍵盤 +Man.H+Man.I

o PEDALtt MAN.II:キMAN.HI :足 鍵 盤 キMan.II Ⅲ Man.IH

o MAN.IttMAN.II :Man.IとMan.H

o GENERAL(OUTl(分 えた)

o REVERB ONLY(OUT2の み)

その設定画面は、内部イコラーザーの画面と同じです。[FIELD A]、[FIELD▼]ホ
・
タンで

カーツルを移動し、EVALUE」 とEVALUE司 を使つて、数値を変更します。

口」Tヨ:HョH口l中HョH=ll
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7.5オーテ
・
ィオ・アウトフ
・
ットホ
・
リュームの調整

各オー予
・
ィオ・アウトプットのホ

・
リューム調整機能もあります。この画面を表示するには、

SET UPメニューからEXT,OUT VOLUMEフ ィーJレト
・
を選びます。次の画面がでます。

ここには次の′ヽ
°
ラメニターが含まれています。

o OUTl:  EAUX OUT l]の ホ
・
リューム

o OUT2:  EAUX OUT幻 のホ
・
リューム

ホ
・
リュームレヘ
・
,レは1から32の数値で設定できます。

~ 
32:  OdB

~ 
20:-12dB
~ 
16:-16dB                     `

~ 
10:-22dB

~ 
 1: -32dB                       

・

それぞれが対応するdBは次のとおりです。

注意:

リア・ハ
°
ネルのアウトプット・ホ

・
リュームセッティンダはRCA[OUTPU羽 へ供給される信号にも

影響します。

7.6手鍵盤の基本設定

SET UPメニューからKEYBOARD S田席INGフィー,レドを選びます。ここには手鍵盤の

操作に関する2つのハ
°
ラメーターがあります。

o1/H INVERS:Man.I,Man.H手 鍵盤逆転機能です。 この機能を使うとMan.Iで

Man,IIのホ
・
イスを、Man.IIでMan.Iのホ

・
イスを演奏できます。

o KEY VELOC「 Y:手鍵盤の強弱機能をオンにします。この機能をオンにすると、

オーケストチホ
・
イスとMIDIノートの送信が鍵盤を押す速度と対応するようになります。

この機台とをオフにした場合は、強弱はMIDIハ
・
リュー100に固定されます。

『‖‖甲ERヨロ I皿
【ET WELEEITY:Hロ
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これらの機能を使うには、EVALUE」 とEVALUE司 で YごSを選びます。

NOを選ぶと、この機能がオフになります。

[FIELD▲]、[FにLD▼ ]ホ
・
タンでカーツ'レを移動し、EEXrTlホ

・
タンを押すと、新しい設定が保存

され、SET UPメニューヘもどり.ます。

7.7ピストンの設定

メモリーt°ストンには設定機能がありますざ[PREV]、[NEXTEを押すと、メモリ
ーを順に呼び出す

ことができます。

この機能を設定するには、SETUPメ ニューからPISTON SEl所INGフィー,レドを選びます。

画面は次のようになります。

FlヨT口HS SETTIHEキ

H「F FiST口Hヨ
EEHEIHE:
阿脚 対 J

最初の画面でピストン・コンドイン機能をオン・オフできます。これはMan,Iのコンピネ
ーションを足鍵盤

のコンヒ
・
ネーションとカップリングする機能です。例えばMan.Iのコンピネーションが呼びだされると、

同じコンピネーションが足鍵盤でも自動的にオンになります。

これ らの機 能 を使 うには、 EVALUE」 と EVALUE可 で YESを 選 びます。

NOを 選ぶと、この機能がオフになります。

[同ELD▼ ]ホ
・
タンを押すと、PISTON S目阿INGの 次の機能へ進みます。これは

[PREV]、 [NEX■ に関連するものです。

GENERAL MEMORYを 選べば、ビストンは通常のシーケンサーとして‖頂番に各コンビネ
ーションを

呼びだします。

MEMORY BANKが セットされると、コンヒ
・
ネーションは順 に現れることはなくなり、メモリ

ーハ
・
ンクだけに

なります。(メイン画面のMEMORY BANK)そ のとき[NEX刊 を押せば、メモリギヽ
・
ンクが進み、

[PREV]を押せばもどります。      …

両方の設定が終わつたら、[EXITEを押してsET UPメニュ
ーヘもどります。

FlヨT口HヨEETTIHE+

FREUゴHEHT・Pl
RETl口H:
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7.3コンと
'ネーション保存の設定

SET UPメニューの FUNCT10N STORED INTO PISTON機 能 を選 ぶ と、シ
・
ェネラル
・メモリ
ー
、

専用メモリー、トウッティにお好みの設定を保存できます。

SET UPメニューのFUNCTION STOREDフ ィールドを選ぶと、画面は次のようになります。

FuHETl口H ttT口REB
IHT口 FiST口Hヨ 手

TREH」LRHT BEFTH
RHB ヨFEEB:回

この画面ではトレミュラントの速度、深きの保存をオン・オフできます。いろいろなコンヒ
・
ネーションを

呼びだすと、そこへ保存されたトレミュラントも同時に呼びだされます。

EVALUE」 とEVALUE可 で YESを 選ぶとオンになりNOを 選ぶとオフになります。

次に、[FIELD▼ ]ホ
・
タンを押すと、FUNCTION STOREDの 次の機能へ進みます。

FuHETl口H ST口REB
IHT口 FiヨT口Hヨ 孝

EHELEヨEB RH口
RUT8 FEB=: 匝

ここではエンクロース
や
卜
・
とオートマティック・へ

°
ダ,レのオン・オフ状態を保存できます。YESを選ぶとオンになり

NOを選ぶとオフになります。

もういちど [FIELD▼]ホ
・
タンを押すと、FUNCT10N STOREDの 最期の機能へ進みます。

F」HETl口H ヨT口RE口
lHTロコll上FIST口Hヨキ

E田JFLERヨ:ャ田

カフ
°
ラーのオン・オフ状態を保存できます。

設定が終わつたら、EEXrr3を押して、変更を保存し、SET UPメニューヘもどります。
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8.MIDI

MIDI(MuScal instrment Dttital tterface)は、特別なコードを持つプロトコルを使つて、構造の  
ヽ

異なるいろいろな楽器を同時に使うことのできるものです。MIDlシステムによつて、単独の

楽器より、はるかに広い汎用性を持つことになります。案器間のデ
ータのやり取りをする

ために、MIDI付の楽器には2ないし3の5ピンDINコネクタ
ーをもつています。

一
M I D I  I N  : 他 の 楽 器 か ら M i D i テ

・
―
夕 を 受 け る た め の 端 子

―MID1 0UT:他 の楽器へMIDI予
・―夕を送り出す端子

―MIDI THRU:MIDI INホ
°―卜で受けたMIDI予

・―夕を性格 に送 り出す端子

MIDI付の多くの楽器 は、演奏された音と強さのMIDIメッセ
ープをMIDIOUTか ら送信します。

そのコネクターがエクスハ
°
ンタ
・―のような、他の楽器のMIDI INに接続されていれば、第二の楽器は

送信した楽器の音に反応します。同様の情報伝達がMIDIシ
ーケンスのレコー予

・
ィンク
・
にも使われます。

コンピューターかシーケンサーを使つて、MIDI予
・―夕を送り出した楽器のレコー予

・
ィンク
・
を行います。

これらのレコー予
・
ィングされた予

や―夕を楽器に送り込めば、レコー予
・
ィンク
・
された演奏をフ

°
レイハ
や
ックします。

MIDIは多くの予
や
シ
・
夕Jレ予
・―夕を送信できます。MIDけャン和レは16あつて、同じチヤンネルどうし

のみ、コミュニケートできます。

MIDIメッセーシ
・
はチャンネル・メッセーシ

・
とシステム・メッセ‐シ

・
に分かれます。

CHANNEL MESSAGES

NOTE ON:こ のメッセープは鍵盤を押したときに送信されます。

NOTE ONメッセープは次の情報を含みます。

Note Onキ ーが押されたとき

Note Number押 されたときキー(の番号)

Vdocity:キーが押されたときの強さ

Noteメッセーシ
・
は0から127で表され、中央Cは60です。

NOTE OFRこ のメッセーシ
・
は鍵盤を放したときに送信されます。この信号を受けると

その鍵盤(キー江 長押しすると、メトロノ
ームのセッチィンク

・
へ
°―シ
・
が出ます。

Note OFF:鍵盤が放された。

Note Number放 された鍵盤

V』OCity:キーが放されたときの速度

'VdocttFOの Note Onメッセーシ
・
はNote O軒メッセーシ

・
とみなされます。

レ
・
ュビレートはVELOCrrY〓0の Note Onメッセ

ープを送信します。
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PROGRAM CHANGE

PROGRAM CHANGEメ ッセーシ
・
は受信側の楽器のフ

°
ロク
・
ラムや音を選ぶために使用します。

またGENERAL MIDIという特殊な規格があり、それは、受信する各PROGRAM CHANGEに 、

どの音を呼び出すかをウ説明するものです。これに関連する記述は、この規格を使う茶器の

取扱説明書の中に表として載つています。

Program Changeには、次の情報が含まれています。          ・

Program Change:ホ
・
イスかProgram Change

Program Change Number pttgramまたは起動するホ
・
イスの番号

00NTROL CHANGE:し ばしばトリマーやへ
°
ダJレに関連するこのメッセープは、演奏に表情を

つける目的で使われます。エクスフ
°
レッション・へ
°
夕
・
Jレのホ
・
リュームや位置を設定するホ

・
イス・ハ
・
ラメーター

に関連しています。

00NTROL CHANGEル セーシ
・
は次の情報を含みます。

Oontroi Change:コントローラーの調整

Contrdにr Numberど のコントローラーを調整するか

Controlにr Posttonコントローラーの位置

SYSTEM EXCLUSIVE

このメッセーシ
・
は送信したのと同じ楽器によってだけ解釈できます。主として楽器の発音と

プログラム:ハ
°
ラメーターに関連します。

シ
・
ュビレートはこのメッセープをすべての内部ハ

°
ラメーターとホ

・
イスのオン・オフに使います。

REAL TIME                         ・

このメッセーシ
・
は接続した楽器の、特別なモシ

・
ューJレや機能のリアルタイム・コン脚―Jレに使用します。

このメッセーシ
・
には、スタート、ストップ、ホ

°―ス
・
/継続、また時計のコマント

・
を含んでいます。

START:シーケンサーのレコーテ
・
ィンク
・
またはフ
°
レイハ
・
ックのスタート

STOP: シーケンサーのストッフ
°

PAUSE/CONTINUE:シ ーケンサーがストゥフ
°
モート
・
に弓「̀る。

CLOCK: シーケンサースヒ
°―ド      

'

注:シ
・
ュビレートでは上記の情報は送受信されません。MIDI全体の説明として書きました。

Real Timeメッセーシ
・
には2つのMIDI案器間のデータのやり取りに使うAcばve Senshg code

もあります。受けての楽器がMIDI予
・―夕を受けない場合や、300ミリsec,でAct市e

SenSng codeを受けられない場合、すべての音をオフにします。
このメッセープの送信、受信はオプションで、すべての楽器で可能なわけではありません。

MIDIの設定にアクセスするには、S田阿ING MENUの MIDIを選び[ENTE可 を押します。

SEHB FREE.
THメRH FiLTER
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この画面で設定できる機能は次のとおりです。

o TX/RX CHANNEL MIDI送受信チャン和レの選択

o SEND PROG.CHANGE:フ
°
ロク
・
ラム・チェンシ

'メ
ッセープの送信

o TX/RX FILTERSi  MIDiフィJレターの設定

EFIELD▲ ]、[FにLD▼ ]ホ
・
タンでカーツルを移動し、[ENTE円 を押すと必要な機能を選べます。

[EXrTBポタンを押すと、MIDIのサフ
・
メニューから離脱して SE HユNG MENUへ もどります。

8.1チヤンネルを選ぶ

MIDIの送受信チャンネJレを設定するためには、MIDIサプメニューのTX/RX CHANNELを 選 びます。

オルがンの3つの鍵盤部に対応する3つのフィールト
・
が表示されます。横の数字がその鍵盤部の

送受信チャンネJレを示しています。

[FIELD▲ ]、[FIELD▼]ホ
や
タンでカーツルを移動し、EVALUE」 とWALUE司 で

チャン和レを選びます。

EEXr「Eを押すと、MIDIメニューヘもどり、設定が保存されます。

同一の鍵盤部に異なる送受信チャンネ,レを設定することはできません。

MIDl1 6チャンネルは選択できません。16はシステム・チャンネルで、VISCONTの

他の楽器との、内部コードのヤ
やりとりに使います。

8.2フ
°
ロク
・
ラム・チェンシ

・
メッセーシkD遠封言

MIDIプロク
・
ラム・れンシ

・
(PG)メッセープは接続した楽器に特別な音や、プロク

・
ラム(patch)を呼び

出すことができます。この機能を使うと、音源モシ
・
ューJレからホ

・
イスを選ぶことができます。

MIDIのサフ
・・たューからSEND PROG,CHANGEを 選び、EENTE円を押すと次の画面が

現れます。

PGメッセープを送信するためには、カーツ,レをその鍵盤部へあて、EVALUE」 とEVALUE司 で

PGの 数値を設定します。

HRH」RL 11:
HRH」RL i‖:



各数値を選ぶと、関連するPGは 自動的に送信されます。

例えば足鍵盤のMIDI Aチ千ンネルがNo.3で、足鍵盤のフィールドの横に20を選んだ場合、

プログラム・れンプNo.20がMiD1 3チャンみJレヘ送信されます。

この画面で設定したフ柏ク
・
ラム・チェンプはプェネラJレ・メモリーおよび専用メモリーに保存されます。

上の画面でPGメッセーガを選び、メモリーに保存します。この機能は特に外部音源モデュールを

使っている場合に、またメモリーで呼び出したストッフ
・
に特殊なホ

・
イスが必要な場合に大変便利

です。PGの送信が必要無い場合は、PGをオフにした状態を保存して下さい。

8.3フィルターの設定

MIDIフィルターはすべてのMiDけャンネJレの送受信で、チャンネJレの指定された特定のメッセープを

遼断する機能です。例えば、コン脚―ル・チェンプ送信フィ,レターは、オルがンがコントローJレするすべての

MIDIチャンネJレで、[MID1 0U刊ホ
°―卜へのMIDIメッセーシ

・
の送信を制限します。

同様に、受信フィルターは、すべてのチャン和♭で、[MIDI IN]ホ
・―卜に受信する00を制限します。

(それらのCCは適用されません。)

MIDIフィJレターを設定するには、MIDIサプメニューからTX/RX FILTERフィニJレドを選びます。次の

画面が現れます。

次のメッセーシ
・
のフィJレターがオン・オフできます。

000:コ ントロール・チェンシ
・
(コントロール・メッセーシ

・
)

o PG:フ
°
ロク
・
ラム・チェンシ
・
(フ
°
ロク
・
ラム/ホ
・
イスを誤垂ぶメッセーシ

')

o SYSEX:システム・エクスクルーシフ
・
(システム・エクスクルーシフ

・
メッセーシ
・
)

o REAL:リ アルタイムメッセーシ
・
(スタート、ストップ、コンティニュ

ー
、MIDIクロック、アクティフ

・
センシンク

・
)

画面の右側には各メッセーシ
・
のフ綱レター設定に関するフィールト

・
が含まれています。

設定方法は次のとおりです。
一 NO/NO:送 受信メッセーシ

・
の両方のフィルターオフ

ー YES/NO:送 信メッセープにのみフィルター有効
― NO/YES:受 信メッセTプにのみフィJレタ

ー有効
― YES/YES:送受信メッセーシ

・
の両方のフィルターオン

フィ,レターがオン(有効)になっていると、MIDIメッセーシ
・
の送信/受信ができません。

[EXl刊を押すとMIDIメニューヘもどり、新しい設定が保存されます。

FE     :Hロ ゴHロ
ヨTEEH  :H田 ゴHロ
RERLTlHE:YESF_H田

30



9.ユーティリティ穏母1詣

S聞阿INGメニューのUTILt t Yサデメニューには力♭がンの基本的な3つのユーティリテイ機能があります。

チューニンク
・
と予
・
ィスフ
°
レイのコントラスト、そしてフアクトリーセツテインク

や
です。      .

このメニューヘアクセスするには、S目席INGメニューの中のUTIL「FYサプメニューを選び、EENTE可

を押します。

この画面には次のフィT,レドがあります。

o TUNING:415。3Hzから466.2Hz(3番目のAで)の範囲で、0.lHz単位で調整できます。

o LCDコントラスト:テ
・
ィスフ
°
レイのコントラスト

・
です。

oファクトリー・セツ予ィンク1ファクトリーセッティンク
・
にもどす機能です。

oロック・オルカ
・
ン:オルカ
や
ンのロック機能       ,

9.1スタイル・ヨヒ
°一

uTI甘ドの中のスタイJレ・コピー機能を使うと、スタイルの内容(レシ
・
スト、ホ
・
リューム、リハ
・―プ、イコライサ

・―)

を別のユーサ
・―スタイJレヘコヒ

°―できます。これはユーザーがプリセットしてあるスタイJレ(ハ
・
ロック、フレンチ

インク
・
リッシュ、アメリカン)や、前にセットした設定を利用する場合に便利です。

この機 能 を呼び出す には、UT I L I‐l Yサプメニュ
ーの 中の ST Y L E  0 0 P Yを 選 びます。

画面は次のようになります。

この画面を使つて、
・
コピー元のスタイルをSRCフィールドに置き、コピー先をDSTフィ

ールト
・
にします。

画面の指示にしたがつて、[ENTE可 を押せばコピ
ーできます。コピーしない場合は[ExrTEを

押せば操作を停止します。

EHTER T口EttF甘
EHIT T口REERT

３



コピーをする前に、画面に表示されたスタイJレが上書きされ、失われるという警告がでます。

もういちど[ENTE円 を押せばコヒ
°一が継続され、[EXITBを押せばヨヒ

°―を停止して、

UTILrドのサフ
・・メニューヘ戻ります。

1 :

Hi‖Le口甲喜Purill卓H
EHTER T口E口HTIH」E
EHiT T口 R日□RT

9.2フアクトリーセッティンク
・

フアクトリーセッ予ィンク
・
を行うと、ユーサ

・―が行つたすべての変更がキャンセJレされ、工場出荷時の

設定へもどります。

フアクトリーセッティングを行うには、UTILrlYサプメニューの中のファクトリーセッティングを選びます。

画面は次のようになります。

!!! HRRHlHE !!!
EttRREHT SETTIHE
HlLL EE L口ST
EHTER T口REST口RE
ER EHIT TE RE口RT

ファクトリー・セッティンク
・
を行うと、変更した設定がすべて失われるという警告がでます。

フアクトリーセッティンク
・
をすすめるためにはEENTE刺を押します。また、その操作をやめる場合は

[EXrrlを押します。

フアクトリーセッ予ィンク
や
が始まると、画面にはデータのりロードの間、スタンA・イの表示が現れます。

その後自動的にオJレがンの初期設定が立ち上がります。

FLERヨEH白lTB88

２３



9.3変更機能へのアクセス

ユーサ
・―がオ,レポンの設定を変更したくない場合は、ロック・オJレがン機能を使います。
この機能をオンにするとfコンヒ

・
ネーション・メモリー、トウッティ、クレッ光ンド等が変更できなくなり、

画面にはメインヘ
°―シ
・
と、各鍵盤部のホ

・
リュームヘ
°―シ
・
のみが、表示されます。また、オJ♭がン

ロック機能がオンになっていることを示すために、Sボタンは点灯しません。

U T I L r l Yから LO C K  O R G A Nを 選び、EN T E Rを 押します。

ロックを解除して、いろいろな機能へのアクセスができるようにするには、ENTERホ
・
タンまたは

[MENU]ピストンを押します。テ
・
ィスプレイはハ

°
スワードを入れるように指示してきますと

LEEE口RERH
TE」HL口Eに口RERH
EHTER THE

[同ELD▲ ]、[FIELD▼]ホ
・
タンでカーツJレを移動し、EVALUE屯 とEVALUE均 で数値を調整して、

ENTERを 押します。′ギスワードが正しければ画面はUTILrⅣのサデメニューヘ戻ります。間違つている

次の画面が表示されます。

L口EE

EHTER HEH
FR雪軍HttRB
■‐‐ロ

もういちど正しいハ
°
スヮードを入れて下さい。

TE LEEtt ERERH
EHTER THE   

｀
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10.アヘ
°
ンテ
・
ィクス

10.1テ
・
モツンク
・
ス

カレガンにはいくつかの予
・
千曲があり、音を聞くことができます。

デモを呼び出すためには、S日阿ING MENUか らDEMOを 選びます。次の画面が現れます。

[FにLD A]、 [FにLD▼ ]ホ
・
タンで、聞きたいトラックを選び、[ENTE可 を押します。

演奏を止める場合はEEXrr3を押します。

プュヒ
・
レイト90  テ

・
モ曲

1高き天よりわれは来り(vOn Himmd hoch dムkomm'にh heめ

BWV606

2甘き喜びのうちに(In bttd Juttb)BuWV197

3今ぞ喜べ、愛するキリスト者の仲間たちよ

(Nun FreLft Euch,Lieben Chttsten g'mein)BWV734

4主 をあがめよ(Lobe den Herren)

5主 イエスよ、われら汝に感謝す (wir danken ttr,Herr」esu Cttst)

BWV623

6いざ来たりませ世の救い主 (Nun Komm'der Httden HttLnd)

7フ
°
レリュート
・
ハ長調 (Prelutte in c MttOr)

8トリオイ短調 (T高oin A minor)                     
・

9お お、こうべは血にまみれ (o Haupt vdi BILrt und Wunden)

10いざわが魂よあがめまつれ (Nun Lob mdn Sed'den Herren)

BuWV214

11カレがンのためのプレリュード(Prdude fOr Organ Pleno)

12死の縄目につながれたり(chttst Lag h Todesbanden)

BWV625

13ゴシック組曲よリメヌエット(Menuet from Gotttque Suたe)

14結婚行進出 (Marche NupJtte)

15結 婚行進出 (wedttng March)

16アヘ
・・マリア(Ave Matta)

17結 婚行進出 (weddng March)

」.S.Bach

D.Buttehude

J,S.Bach

J.G.Walther

」.S.Bach

」.M.Bach

」.L.Krebs

G.H.Stoelzel

」.G.Rheinberger

D.Bu,tehude

」.L.Krebs

JoS.Bach

L..Boeimann

Aart de Kort

R.Wager

F.Slhubert

Mendeissoehn  ″

４３



10.2ホ
'イ
スローカルオフ

ホ
・
イスを回―加レ・オフモードにすると、オルがンからは音がでないで、MIDIメッセーシ

・
(System

Exdus市e)が送信されます。その結果、接続した楽器がオンになり、その楽器の音が鳴り

ます。           ・

ホ
・
イスをローカJレ。オフモードにするためには、ES](セット)ホ

・
タンを押したまま、[C](キヤンセDホ

・
タンを

押します。そうすると、すべてのストッフ
・
ランプが点灯し、画面は次のようになります。

ヨロuHDS
LEERL 口Hr口FF

FRESS SETttERHEEL
FER ヨETTIHE

次にストップランプを押して、ランプを消します。そしてもう
一度[S]と[C]を同時に押すと、日―功ル

オフが保存できます。

ローカJレ・オフ設定後の画面がその状態を示します。
― ランプ点灯:ホ

・
イスが日―力J♭・オフモート

・
になつています。(オJレがンの音はでます。)

― ランフ
°
消灯:ホ
・
イスが日―加レ・オフ状態になつています。(オルがンの音はでません。)

通常の操作では、ホ
・
イスが日―力Jレ・オフモート

・
になつている場合、電源スイッチをオンにすると、

ストップランプが3回点減した後、点灯します。
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10.3オヘ
°
レーションシステムα)アッフ

・
ク
・
レート
・

オJレがンのオヘ
°
レーションシステムのアッフ

°
グレート
・
にはM I D IファイJレ( . M I D )リーダーが必要です。つまり

アップゲレードファイルのテと夕がオJレがンに送信されなければなりません。MIDIシーケンスに使う
ハート
・
ウエアか、このタイフ

°
のファイJレを情報処理できるコンピューターのソフトウェアハ

・
ッケープを使うことに

なります。 送信側のMIDけ
'中
タアウトプットホ

°―卜*にシ
・
ュビレートの[MI D I  I N ]コネクターに接続 して

下さい。 (均 ―ヽドウェアモシ
・
ュラーのMIDI OUTか 、シリアルか、USB/MIDIイ ンターフェースか、コンヒ

・
ューター

を使つている場合のシ
・
ョイホ
°―卜等です。)

オJレがンがテ
・―夕を受信し始めると画面は次のようになります。

中 幹 中 串 韓 中 串 中 中 韓 串 串 韓 串 や 韓

8 P E R R T I N E  S w s T E H
L l「―d魯こin雪

中中学中中中学や中串中中串中韓中
HI D I  E h a bユ 宮J

B o oも  員書ユョ=  1 8 8 ,

画面は受信したテ
・―夕をハ
°一センテーシ

・
で表示します。

単38tⅢ Ⅲ Ⅲ韓中串中中中中キキ韓ゃ
8PE R t t T I H E  S w s T E H
U持 J魯 与in雪

中 学 や や 中 学 中 中 学 中 学 中 串 中 中 中

H I B I  E韓岩単1客ど
L申魯al i n g  t t   i者
B o oも  R魯 ユ“ヨ  ユ. 8コ

受信が済むと次の画面が現れます。

U P D R T E
Gコ 車PL E T E D

H I D E  E nョ LI  I害 d
とおきdiお 客 =ユ 客ョ者
B魯 0と  R害 ユB t t   i口 8ョ

ここで一度オルがンの電源を切り、再びオンにします。

単 中 韓 串 中 単 中 串 単 中 学 韓 申 単 や 単

R E L E R S E  E H E G H S u H
E R R 8景

坤 車 韓 韓 韓 9 8 t 中中 串 中 串 串 串 韓 韓 串

h l月I T  Tロ
L l ,癖員T E

串串中串串韓韓韓中単中韓申串韓串

HI D I  E nョ L l l  t t  d

B t h oち R害 ユロ宮  ユ"密ヨ

左の表示が現われた場合は、一度カレがンの電源を切り、[FIELD A]、[FIELD▼]ホ
'タ
ン

と[EXrT3を押したまま、再びオJレがンの電源をオンにします。これでアッフ子
・―卜を続行できます。

右側の表示がでた場合は、操作しないで、MIDIファイJレを再送信できます。
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Viscount Vivace 90口90 Deluxe

Classic Organ

Mode l:Omn1 0n,Poly
Mode 3:Omn1 0R Poly

Mode 2:Omni On,Mono

Mode 4:Omn1 0荷〕Mono

Version:1.0

Date:19/03/08

0=YES

X=NO

BASiC     DefauR

CHANNEL  Changed

1■15

1■15

1■15

1キ15

MODE     Defau比

essages

Altered

Mode 3

ⅢⅢⅢⅢⅢやⅢⅢ

ⅢⅢⅢⅢⅢキやキ

Mode 3

キⅢⅢキ告キやや

ⅢⅢⅢⅢキキ中キ

NOTE

NUMBER   True Voice

30キ104

36キ96

0キ127

30■101

VELOCiTY  Note ON

Note OFF

Ｏ

Ｘ

Ｏ

Ｘ

AFTER    Key's

TOUCH    Ch's

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

PITCH BENDER Ｘ Ｘ

CONTROL

CHANGE

７

１

４

０

１

３

１

６

２

２

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

Volume

Expresslon

Sustain

A‖sound ofF

Rёset A‖Controllers

A‖Notes O荷

PROGRAM

CHANGE   True辞

０ Ｘ

SYSTEM EXCLuSiVE ０ ０

SYSTEM    Song Pos

COMMON  Song Sel

.Tune

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

SYSTEM    Clock

REAL TIME Commands

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

AUX      Loca1 0n‐OfF

MESSAGES Ali notes ofF

Active Sense

Reset

Ｘ

０

０

Ｘ

Ｘ

０

０

Ｘ

NOTES:



viscount
Viscount internationai SEpBA.

Via Borgo n.°68″ 0-47836 Mondaino(RN),lTALY

Fro何?rtalyi TELf θ54イ‐98イ7θθ F掛け律θ54イ‐98イθ52

Fro,,arr oFrrer c。口,tガesf TFLf Ⅲ39口θ54イ‐9877θθ F招腸作+39‐θ54イ‐98イθ52
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